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泌尿器科領域におけ るCefadroxilの 臨床使用経験

中 野 修 道

東北労災病院泌尿器科

Cefadr0xi1を 泌尿器科領城の感染症30例 に使用し次の結果を得た。

1)臨 床効果:主 治医判定では急性膀胱炎9例 では著効8例,や や 有効1例,慢 性勝胱炎8例 で

は著効1例,有 効1例,や や 有効3例,無 効3例,急 性腎孟炎7例 では著効2例,有 効1例,や や

有効1例,無 効3例,尿 道炎2例 では有効1例,無 効1例,副 學丸炎4例 では有効2例,や や有効

1例,無 効1例 であった。

また,こ れら症例中,UTI判 定基準に合致 したものについて総合臨床効果を判定すると,急 性単

純性膀胱炎では5例 中5例 有効(100%)で あ り,複 雑性尿路感染症では11例 中5例(45.5%)に 有

効であった。

2)細 菌学的効果:Cefadroxil投 与前に34株 が分離され,投 与後に25株 が消失 した。また,投 与

後に新たに出現したものは9株 であった。

3)副 作用:30症 例中副作用が認められたのは 胃部不快感2例,下 痢1例,悪 心 ・吐気1例 の計

4例 であった。Cefadroxilに よると思われる臨床検査値の異常は全例に認められなかった。

は じ め に

Cefadroxil (BL-S578)は 米 国 ブ リス トル 社 の研 究 所

に お い て 合成 ス ク リー ニ ング され た 新 しい 経 口の セ フ ァ

ロス ポ リ ン系 の 抗 生 物 質 であ る。Cephalexin(以 下CEX

と略す)の ペ ソゼ ソ核 のpara位 に水 酸 基 が 導 入 され た

化 学構 造 を有 し(Fig4),そ の抗 菌 力 はSpyogenesで

CEXの2倍,Spmumoniae, Saureus,グ ラム陰 性 菌

で は 磁 同等 と報 告 され て い る1)。 また,P5鰯mms,

Serratiaに は 感 受 性 を示 さな い 。

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

Cefadmxilの 吸 収 ・排 泄 は お お む ね 良好 で,500mg

経 口投 与 に お い て,Cefadroxi1の 血 中 濃 度 は1.3時 間 で

16.2μg/mlの ピ ー ク値 を示 し,そ のAUCは47.4μgh

permlとCEXの1.6倍,血 中 半 減 期(t1/2)は1.3時 間,

CEXの2.1倍 と言 われ2),そ の血 中 半 減 期 が長 い とい う

特 徴 を も って い る。 また,8時 間 まで に87%が 尿 中 に排

泄 され,4～8時 間 の尿 中 濃 度 はCEXと 比 較す る とや

や 高 い2)。 さ らに,Cefadroxi1は 食 事 に よ る影響 を受 け

に くい と も され てい る。

今 回,ブ リス トル萬 有 製 薬株 式会 社 よ り本 剤 の提 供 を

受 け,泌 尿 器 科領 域 の感 染 症 に使 用 す る機 会 を 得 た ので

そ の成 績 を報 告す る。

対 象 と 方 法

1.対 象

昭和53年8月 より11月 までに東北労災病院泌尿器科で

治療を受けた30症 例で,性 別は男性22例,女 性8例 であ

り,年 令は18才 より79才 までに及び,疾 患別では,急 性

膀胱炎9例,慢 性膀胱炎8例,急 性腎孟炎7例,尿 道炎

2例,副 學丸炎4例 であ り,尿 路に何らかの基礎疾患を

有 しているものが多かった。

2.投 与方法

Cefadroxilは1カ プセル中250mg(力 価),500mg

(力価)を 含有するものを用い,原 則として,急 性単純

性膀胱炎には250mgを1日3回 毎食後,慢 性症および

複雑性には、500mgを1日3回 毎食後とした。

投与期間は250mg投 与では,5日 間1例,6日 間4

例,7日 間5例,8日 間1例,10日 間2例 であり,500

mg投 与では,5日 間1例,6日 間5例,7日 間7例,

8日 間3例,10日 間1例 であった。250mg,500mg投 与

とも6,7日 間投与が大半を占めた。

3.効 果判定

尿路感染症(UTI)に 対する効果判定はUTI薬 効評価

基準(第 ∬版)8)に基 ずいたが,こ れに合致しないものを

含めて全ての症例について主治医判定を行なった。

性器感染症は主治医判定のみ行なった。

成 績

1.臨 床成績

Cefadroxi1の 総症例はTable1に 示すとおりである。

疾患別に主治医による臨床効果をみたのが,Table2
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で,急性膀胱炎に対 しては,9例 申8例 が著効,1例 が

やや有効で,有 効率88,9%で あった。これを単純性,複

雑性に分けてみると、急性単純性膀胱炎は8例 であり全

例著効で有効率100%で あった。急性複雑性膀胱炎1例

は基礎疾患として膀胱癌を有 している症例で,や や有効

と認められる所見を示した。

慢性膀胱炎8例 では,著 効1例,有 効1例,や や有効

3例,無 効3例 で有効率25.0%と 低値を示したが,尿 路

に何らかの基礎疾患を有する症例が7例 で,殆 ど重症例

の有効率である。

急性腎孟炎7例 では,著 効2例,有 効1例,や や有効

1例,無 効3例 であ り,有 効率42.9%の 結果を得た。急

性腎孟炎7例 のうち5例 が急性膀胱炎を合併 してお り,

これらに対する臨床効果は,著 効2例,有 効1例,無 効

2例であった。この無効2例 は尿路に基礎疾患を有 し

ていた。急性腎孟炎の他の2例 は,1例 が前立腺肥大症

を有し,500mg1日3回7日 間で,や や有効,1例 は慢

性膀胱炎,神 経因性膀胱を有し,500mg 1日3回 投与し

たが,投 与前の分離菌として,Pseudomonas,Serratia

を認め,6日 間の投与で無効であった。

尿道炎2例 では,1例 が前立腺結石を有 して お り,

250mg1日3回6日 間投与で,自 他覚症状の消失,尿

中細菌の減少を見,有 効とした。他の1例 は外傷性尿道

狭窄を有し,500mg1日3回8日 間投与したが,自 覚症

状の改善を見ず,尿 中細菌もProteus→serratiaと 菌交

代し,無効であった。

副睾丸炎4例 は,有 効2例,や や有効1例,無 効1例

で,有 効率50%で あ った。4例 中2例 は急性膀胱炎を合

併していたが,こ れらの症例は2例 とも有効であった。

次に代表的な症例についてその経過を略述する。

症例23.33才,男

診断:昭 和53年8月12日

主訴:排 尿痛,右 陰嚢部膿脹,腰 痛(急 性腎孟炎)

既往歴:な し

現病歴:昭 和53年8月8日 より膀胱刺激症状を 訴え

て,急 性勝胱炎の診断にて某医にてCBPC 1.5g×5日

間の投与を受けたが,症 状の改善な く,次 第に右陰嚢部

の疹痛が出現 し来院した。

尿所見:蛋 白47mg,糖(-),赤 血球多数,白 血球40

～50/1視 野,細 菌数Entembacter104～106で ,感 受

性テス トではCEX(++),CED(++),ABPC(-),CBPC

(-),GM(+++)で あ った。

治療経過:右 急性副箪丸炎兼急性腎孟炎 の診断にて

Cefadroxil500mg 1日3回 投与と補液(抗 生物質含 ま

ず)500ml×3回 の併用療法を施行し,投 与後4日 より

ほぼ平熱となり,尿 所見も蛋白14mg,赤 血球7～8/1

視野,自 血球20～25/1視 野,細 菌陰性となった。 その

間腎孟造影を施行したが,特 に基礎疾患は認めず,7日

間の投与で自他覚症状は殆ど消失した。 投薬中止後3

日,7日 後の検尿でも正常であり,副 睾丸炎も再発の傾

向なく順調な経過で治癒 した。

一方
,総 症例30例 中,UTI効 果判定基準に合致する症

例をTable2よ り抽出し,そ の維合臨床効果を検討した

のがTable3で ある。

単純性尿路感染症の対象疾患と設定された急性単純性

膀胱炎は8例 で,主 治医判定では8例 全例に著効(有 効

率100%)で あ ったが,こ の中から細菌数不足の理由で

除外した3例 を除く,残 りの5例 に対するUTI判 定 で

は4例 著効,1例 有効(総 合臨床効果100%)で あ った。

また,複 雑性尿路感染症の対象疾患である尿路に基礎

疾患を有する症例は12例 あ り,主 治医判定では著効1

例,有 効6例(有 効率58.3%)で あったが,こ の中か ら

細菌数不足の理由で除外した1例 を除 く,残 りの11例 に

対するUTI判 定では,著 効1例,有 効4例(総 合臨床

Table 3 Clinical efficacy classified by doctor's and UTI Committee's criteria
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Table 4 Bacteriological response to cefadroxil

効果45.5%)で あ った 。UTI効 果 判定 基 準 対 象 外 の 尿路

感 染 症 お よび 性 器感 染 症 は 総 計10例 で,主 治 医 判定 で は

著効2例,有 効4例(有 効 率60.0%)で あ った 。

2.細 菌 学 的 効果

Cefadroxi1投 与 前 に 分 離 され た菌 は,Ecoli8株,

Prote粥8株,Entembacter 5株,Pseudmms 2株,

Serratia 1株,Klebsiella 1株,Staphylomcus 6株,

醜aphylococcusepidermidis2株,α-Streptocmus 1株 の

計34株 であ った(Table4)。 これ ら34株 に 対 す る細菌 学

的 効果 は,Ecoli8株 中8株 消失(100%),Proteus8

株 中6株 消 失(75.0%),Enterobacter5株 中3株 消失

(60.0%),P3mdomms2株 とも存 続,Serratia,Kle-

bs`ella各1株 は と もに 消失,Staphylococms6株 中4株

消失(66.7%),Staphylocomsepidermidis2株 中1株

消失(50.0%),酢Streptocoms1株 は 消失 で あ った 。全

体 では34株 中25株 消失 で,消 失 率73.5%で あ った 。

Cefadroxilの 投 与 後 に 新 た に 出現 した菌 は,Pseuh-

mms 5株,E. coli, Proteus, Serratia, Staphylocms

各1株 の 計9株 で あ った 。

3.副 作 用

副 作 用 は4例 に認 め られ た 。 症 例2は 投 薬 開 始3日 目

に 軽 度 の 胃 部 不快 感 を 訴 えた が,投 薬 を 続 け て い る うち

に消 失 した 。症 例11は 投 薬 開 始3日 目に 軽 度 の 下 痢 を認

めた が,投 薬 を 続 け,4日 目に は 消失 した 。 症 例15は 投

薬 開 始3日 目に悪 心 ・嘔 気 を 訴 え,胃 粘 膜 保 護 剤 を 同 時

に投 薬 す る こ とに よ り,Cefadroxilの 投 薬 を 続 け る こ と

が で きた 。 症例27は 投 与 開 始3日 目に 中等 度 の 胃部 不快

感 を 訴 え,消 炎性 抗 潰 瘍 剤 と併 用す る こ とに よ り,投 薬

を 継 続 す る こ とが で きた 。 副 作 用 症状 は 発 現 後5日 目に

消 失 した 。

また,Cefadroxil投 与30症 例に,血 液生化学検査を施

行したが,本 剤に起因すると思われる異常値は全例に認

められなかった(Table5)。

以上,臨 床検査値の異常を含めて,C冶fadroxilの 副作

用は,胃 部不快感2例,下 痢1例,悪 心 ・嘔気1例 の計

4例 に見 られたが,副 作用のためCefadroxilの 投薬を

中止した症例は1例 もなかった。

考 案

尿路感染症の起炎菌の大部分は グラム陰性桿菌群であ

ることは周知の事実であるが,最 近再びグラム陽性菌が

起炎菌として出現 してお り,第1選 択剤として使用可能

な薬剤は更に広範囲効果を示す製剤に限られて来てい

る。今回,30症 例 の起炎菌をみてもその傾向がみられ,

34株 中9株(27%)に グラム陽性菌を検出しており,第

1選 択剤の誤ちがそのまま慢性化へ移行させる結果とな

り,比 較的簡単に治癒すると思われる単純性膀胱炎が次

第に減少の傾向を示している。

かかる意味においても尿路感染症の治療方針を再検討

する時期であり,本 剤の如 くグラム陽性菌にも有効性を

示す薬剤が高頻度に使用 されると思われる。

臨床効果は急性例に有効例が多く,慢 性例に低いこと

は予想されたが,今 回の使用で無効と判定された症例に

ついて菌種,炎 症所見等を更に検討することに×よって,

いかなる菌種でいかなる状態の尿路感染症に有効性を有

しているかを確定 したいと考えている。
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Clinic of Urology, Tohoku Roeai Hospital

Cefadroxil, a new cephalosporin, has been applied clinically in 30 cases of infection in the field of

urology, and the following results were obtained.

1) Clinical effect: Accoding to the judgement by physician in charge, in 9 cases of acute cystitis,

therapeutic result was excellent in 8 cases and fair in 1 case. In eight cases of chronic cystitis,

therapeutic result was excellent in 1 case, good in 1 case, fair in 3 cases, and poor in 3 case. In seven

cases of acute pyelitis, therapeutic result was excellent in 2 cases, good in 1 case, fair in 1 case, and

poor in 3 case. In two cases of urethritis, therapeutic result was good in 1 case, and poor in 1 case.

In four cases of epididymitis, therapeutic result was good in 2 cases, fair in 1 case, and poor in 1 case.

Among the above cases, overall clinical efficacy was judged only on the cases qualified for the

Criteria of Judgement of U. T. I., and the result was good in 5 cases out of 5 cases (100%) of acute

simple cystitis, while good in 5 cases out of 11 cases (45.5%) of complicated urinary tract infection.

2) Bacteriological effect: Thirty-four strains were isolated before cefadroxil treatment, and 25

strains of them were eradicated after the treatment. Nine strains appeared newly after the treatment

3) Side effect: As to the side effect in 30 cases, gastric discomfort was observed in 2 cases,

diarrhoea in 1 case, and nausea in 1 case, totalling 4 cases. Laboratory tests in all cases exhibited no

abnormal values which would have been due to cefadroxil.


